




所信 

 L 岡野 良男 

 

この度、２０２１−２０２２年度、３３３−E 地区、地区ガバナーに立候補さ

せて頂きます、４Ｒ１Ｚ土浦環ライオンズクラブ所属の L 岡野良男です。 

私は２００５年に土浦環ライオンズクラブへ二世会員として入会をさせて頂

き、幸いにも初めて３３３−E 地区となった２００７−２００８年度萩原光義ガ

バナー時代に志願して副会計として、２０１１−２０１２年度平田石根ガバナ

ー時には副幹事、２０１４−２０１５年度大祢廣伸ガバナー時には LCIF・国際

大会参加委員⾧として、大髙宣靖ガバナー時には、皆様のご信任を戴き、初め

てガバナーチームの一員として第２副地区ガバナー、山川洋ガバナー時には第

１副地区ガバナーとしてキャビネット運営の一翼を担わさせて戴きました。 

特にガバナーチームの一員として、複合地区諸会議、セミナー、ガバナー公

式訪問、キャビネット諸会議、各クラブの周年式典、地区のセミナー等を通し

て、過去３回のキャビネット構成員とはまた違った立ち位置で３３３−E 地区の

素晴らしさ、潜在能力、現況を肌で感じ、学ぶことが出来ました。 

また、２０２０年１月から始まったコロナウィルスの感染拡大によって図ら

ずも今迄のライオンズ活動が大きな変化をしたことを体験いたしました。 

第２と第１副地区ガバナーの所信でも述べさせて戴きましたが私たち３３３

−E 地区の次の１００年の奉仕を考えた時、変革のキーワードは“多様性”だと思

います。 

ウィズコロナ・アフターコロナという不自由で変化の多い状況ではあります

が、「変化(CHANGE)を恐れていては、チャンス(CHANCE)は訪れない」とも言

われます。 

困難な状況ですが、新しいことを考えたり挑戦するチャンスでもあります。

できないことを嘆くより、できる事から始めましょう。変化を拒めば待つのは

退化という現代の流れの中で、多様性を受容し、変化に適応していかなければ

ならないと考えます。 

私は次の１年も地区ガバナーとしてＥ地区のメンバーと共に前を向いて歩い

ていく所存です。 

３３３−E 地区の皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。 


